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【年通号数】公開・登録公報2017-027
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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  81/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  77/12     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月6日(2017.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ポリアリーレンスルフィド樹脂組成物またはその成形体と、ポリアリーレンスルフィド樹
脂（Ａ）に対して他の樹脂とを、または、金属とを接着する方法であって、
　前記ポリアリーレンスルフィド樹脂組成物が、ポリアリーレンスルフィド樹脂（Ａ）と
、ポリアミドエーテル樹脂（Ｂ）と、エポキシ樹脂（Ｃ）を必須成分とするポリアリーレ
ンスルフィド樹脂組成物であること、
　ポリアミドエーテル樹脂（Ｂ）の曲げ弾性率が１００（ＭＰａ）以下であることを特徴
とする方法。
【請求項２】
ポリアミドエーテル樹脂（Ｂ）が、ポリエーテルブロックとポリアミドブロックとを有す
るブロック共重合体樹脂である請求項１記載の方法。
【請求項３】
ポリアリーレンスルフィド樹脂（Ａ）１００質量部に対して、前記ポリアミドエーテル樹
脂（Ｂ）が０．５～４０質量部の範囲であり、エポキシ樹脂（Ｃ）が０．５～４０質量部
の範囲である請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
エポキシ樹脂（Ｃ）が、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂である請求項１～３のいずれか
一項記載の方法。
【請求項５】
前記他の樹脂がエポキシ樹脂である請求項１記載の方法。
【請求項６】
ポリアリーレンスルフィド樹脂（Ａ）の接着性を向上する方法であって、ポリアリーレン
スルフィド樹脂（Ａ）と、ポリアミドエーテル樹脂（Ｂ）と、エポキシ樹脂（Ｃ）を必須
成分として溶融混練すること、
　ポリアミドエーテル樹脂（Ｂ）の曲げ弾性率が１００（ＭＰａ）以下であること、を特
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徴とする方法。
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